
し
て
お
く
作
業
を
、
す
ぐ
に

で
も
始
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。A

市
長　

具
体
的
な
検
討

に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
そ
こ
ま
で
お
答
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
方

向
性
を
定
め
て
い
く
中
で
は
、

規
模
な
ど
も
あ
る
程
度
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
し
、
候
補
地
を
ど
こ
に
す

る
か
も
、
早
め
に
検
討
を
始

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
取
得
の
方
法
に
つ
い

て
ど
う
す
る
の
か
も
、
技
術

的
な
こ
と
が
か
な
り
伴
う
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
明

確
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、市
と
し
て
前

向
き
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 ●

消
防
寄
付
金
の
廃
止
を

Q　
岐
阜
県
山
県
市
は
、

今
年
か
ら
消
防
の
寄
付

を
原
則
的
に
廃
止
し
た
。
消

防
団
が
自
発
的
に
、
消
防
活

動
に
対
す
る
寄
付
金
を
要
求

し
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
こ

と
を
決
め
、
各
区
、
自
治
会

に
通
知
し
、
さ
ら
に
寄
付
金

の
趣
旨
が
消
防
団
活
動
に
対

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
市
に

対
す
る
指
定
寄
付
金
と
し
て

取
り
扱
う
よ
う
に
す
る
と
い

う
や
り
方
で
あ
る
。
団
員
報

酬
を
引
き
上
げ
、
消
防
寄
付

と
い
っ
た
悪
し
き
伝
統
は
、

き
っ
ぱ
り
と
や
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

A
市
長　

参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
区
に
御
負
担
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
は
、
消
防

活
動
に
対
す
る
寄
付
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
お
知

恵
を
拝
借
し
な
が
ら
、
消
防

組
織
が
こ
れ
か
ら
も
存
続
で

き
る
形
で
、
問
題
が
ク
リ
ア

で
き
る
よ
う
に
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ●

防
災
対
策
に
つ
い
て

Q　
二
次
災
害
に
備
え
る

避
難
所
の
数
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

A
市
長　

現
在
、
市
が

指
定
し
て
い
る
避
難
所
、

避
難
場
所
は
37
か
所
で
す
。

幼
稚
園
及
び
こ
ど
も
園
が
４

か
所
、
小
学
校
13
か
所
、
中

学
校
６
か
所
、
高
等
学
校
が

２
か
所
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
２
か
所
、
福
祉
施
設
１
か

所
、
都
市
公
園
２
か
所
、
社

会
体
育
施
設
２
か
所
、
さ
ん

ぶ
の
森
中
央
会
館
等
の
社
会

教
育
施
設
５
か
所
で
す
。

　

地
区
ご
と
で
は
、
成
東
地

域
に
11
か
所
、
山
武
地
域
に

11
か
所
、
蓮
沼
地
域
が
５
か

所
、松
尾
地
域
に
10
か
所
で
す
。

Q　
避
難
所
の
耐
震
化
率

は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

昭
和
56
年

に
建
築
基
準
法
が
改
正

さ
れ
、
新
耐
震
基
準
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
法
改
正
前
の

基
準
で
施
工
さ
れ
た
建
築
物

に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
を

実
施
し
、
結
果
に
応
じ
て
新

耐
震
基
準
を
満
た
す
改
修
工

事
を
行

い
、
対
応
し
て

き
ま
し
た
。

　

市
の
37
か
所

の
避
難
場
所
の

う
ち
、
屋
内
施

設
34
か
所
に
つ

き
ま
し
て
は
、

今
ま
で
耐
震
診

断
と
必
要
な
改

修
工
事
を
行
っ

て
き
て
お
り
、

白
幡
区
に
あ
る

成
東
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
以
外

の
33
施
設
に
つ

い
て
は
、
全
て

新
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
ま

す
。
率
に
し
て
、

97・05
％
で
す
。

Q　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
は
策
定
し
て
い

る
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

避
難

所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
簡
易
で
あ
り
ま
す
が
、

作
成
し
て
い
ま
す
。

 ●

教
育
問
題
に
つ
い
て

Q　
就
学
援
助
の
内
容
及

び
状
況
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長
　
経
済
的
理

由
に
よ
り
、
就
学
困
難

と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
要

保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生

徒
就
学
援
助
を
実
施
し
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
要
保
護
及
び
準
要

保
護
の
認
定
者
の
割
合
は
、

8.4
％
で
す
。
近
隣
自
治
体
の

平
均
は
6.9
％
で
す
の
で
、
約

1.5
％
ほ
ど
高
い
状
況
で
す
。

　

対
象
人
数
及
び
世
帯
数
等

は
、
平
成
24
年
に
つ
い
て
は
、

要
保
護
が
６
人
で
、
世
帯
数

は
６
、
準
要
保
護
が
３
２
４

人
で
、
世
帯
数
は
２
０
１
で

す
。本
年
度
は
、今
日
ま
で
で
、

要
保
護
が
８
人
で
、
世
帯
数

が
５
、
準
要
保
護
が
３
２
３

人
で
、
世
帯
数
は
１
９
８
と

い
う
状
況
で
す
。

Q　
就
学
援
助
の
支
給
基

準
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、

生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の

３
項
目
が
加
わ
っ
た
が
、
市

が
行
っ
て
い
る
援
助
の
現
状

は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

要
保
護
児

童
生
徒
に
は
、
修
学
旅

行
費
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

準
要
保
護
児
童
生
徒
に
は
、

学
用
品
、
通
学
用
品
、
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
、
校
外

活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
給

食
費
、
医
療
費
等
を
援
助
し

て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
近
隣
自
治
体
と

ほ
ぼ
同
様
で
す
。
ま
た
、
支

給
額
に
つ
い
て
も
、
近
隣
自

治
体
と
同
様
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会

費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
通
学
品

費
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
現

在
検
討
中
で
す
。

Q　
周
辺
市
町
と
の
比
較

は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

市
で
は
、

通
学
品
費
が
、
小
学
校

で
１
万
１
千
１
０
０
円
、
中

学
校
で
２
万
１
千
７
０
０
円

で
す
。
１
学
年
を
除
く
通
学

用
品
費
は
、
小
学
校
・
中
学

校
と
も
２
千
１
７
０
円
で
す
。

宿
泊
費
を
伴
わ
な
い
校
外
活

　
個
人
質
問
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